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９
月
定
例
会
議
は
、
９
月
１
日
か
ら
８
日
ま

で
の
８
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
案
は
、
28
年
度
会

計
の
決
算
認
定
の
ほ
か
、
29
年
度
補
正
予
算
な

ど
12
件
が
提
出
さ
れ
、
全
議
員
の
賛
成
で
原
案

ど
お
り
『
決
定
』
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
３
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
町

の
対
応
や
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

監
査
委
員
の
意
見

監
査
委
員
の
意
見

決

算

の

概

要

決

算

の

概

要

　　　新校舎の完成を喜ぶ　江刈小学校児童の皆さん

９月定例会議９月定例会議

町長に意見書を提出する監査委員

28年度決算

認定

住住みみ続続けたいけたい まちづくりまちづくりへへ前進前進

28 年 度 決 算 状 況
会　計　名 収　入 支　出
一般会計 83億 723万円 71億3096万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 11億9820万円 11億5928万円
簡易水道事業 5億 756万円 4億8652万円
農業集落排水事業 2億1537万円 2億 632万円
後期高齢者医療事業 7206万円 6859万円

国保病院事業
(収益的収支） 10億4288万円 8億8139万円
(資本的収支） 6億7215万円 6億8183万円

合　　　計 120億1545万円 106億1489万円

※
簡
水
・
病
院
事
業
会
計
の
決

算
は
、
７
月
定
例
会
議
で
認
定

し
ま
し
た
が
、
特
別
会
計
の
決

算
額
に
含
め
て
い
ま
す
。　
　

財政健全化判断比率は ｢健全｣ を維持
　「財政健全化法」に基づく、28年度の一般会計、
特別会計、第３セクターの決算を含めた各指標は、
いずれも基準を下回りました。

※各指標の(  )内の％は早期健全化の基準で、数値が低
いほど健全な財政運営になります。
※将来負担比率は、将来負担見込額が充当可能な財源
の額を下回り、比率なしとなりました。

●健全化判断比率
各　指　標 28年度 27年度 比較

実 質 赤 字 比 率 (15%) 赤字なし 赤字なし －
連結実質赤字比率 (20%) 赤字なし 赤字なし －
実 質 公 債 費 比 率 (25%) 5.0% 5.8% △0.8
将 来 負 担 比 率 (350%) なし なし －

　

28
年
度
決
算
は
全
て
の
会

計
が
黒
字
で
す
。
各
種
財
政

指
標
も
改
善
さ
れ
、
財
政
運

営
の
健
全
性
が
維
持
さ
れ
て

い
ま
す
。
社
会
情
勢
の
変
化

の
影
響
に
よ
る
、
町
税
な
ど

の
収
入
の
落
ち
込
み
を
見
据

え
、
今
後
も
健
全
な
行
政
運

営
を
望
み
ま
す
。

　

景
気
の
回
復
が
地
方
ま
で

浸
透
し
て
い
な
い
中
、
普
通

税
と
国
保
税
を
合
わ
せ
た
町

税
全
体
の
徴
収
率
は
昨
年
度

を
上
回
り
ま
し
た
。
職
員
の

徴
収
取
り
組
み
に
対
す
る
創

医
療
・
福
祉
・
教
育
施
設
を
充
実

　

28
年
度
の
全
会
計
の
総
支

出
額
は
、
１
０
６
億
１
４
８

９
万
円
で
前
年
度
比
４
億
６

５
４
０
万
円
、
４
・
６
％
増

加
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
支
出
額
は
、

71
億
３
０
９
６
万
円
で
前
年

度
比
７
億
３
４
５
２
万
円
、

11
・
５
％
の
増
加
で
す
。
養

護
老
人
ホ
ー
ム
葛
葉
荘
・
江

刈
小
学
校
改
築
な
ど
、
大
型

ハ
ー
ド
事
業
の
実
施
が
増
額

の
主
な
要
因
で
す
。

　

５
特
別
会
計
の
支
出
総
額

は
、
34
億
８
３
９
３
万
円
で

前
年
度
比
２
億
６
９
１
２
万

円
、
７
・
２
％
減
少
し
ま
し

た
。

　

28
年
度
は
、
医
療
・
福
祉
・

教
育
施
設
の
大
型
ハ
ー
ド
事

業
が
完
成
す
る
な
ど
、
安
全

で
安
心
な
住
み
続
け
た
い
ま

ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
さ
ら

に
前
進
し
た
事
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

意
工
夫
の
成
果
が
表
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
新
規
事
業
を

起
ち
上
げ
る
な
ど
、
町
民
の

ニ
ー
ズ
を
捉
え
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
た
町
政
運
営
を
発
揮

し
て
い
る
姿
勢
が
強
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。

　

諸
事
業
を
進
め
る
中
、
将

来
負
担
比
率
、
実
質
公
債
費

率
は
県
内
自
治
体
の
中
で
も

上
位
に
ラ
ン
ク
す
る
な
ど
、

堅
調
で
計
画
的
な
財
政
運
営

が
堅
持
さ
れ
て
い
る
決
算
内

容
で
す
。

●資金不足比率
　経営健全化基準は20％で、対象となる簡易
水道事業、農業集落排水事業いずれも資金不
足は発生していません。
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大型ハード事業を実施大型ハード事業を実施 町町のの貯金貯金がが5 05 0 億円億円台台

　

収
入
総
額
は
83
億
７
２
３

万
円
で
、前
年
度
比
17
・
８
％

の
増
加
で
す
。

　

収
入
全
体
の
約
４
割
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は
34
億
３

４
９
５
万
円
で
、
前
年
度
比

１
億
１
１
１
０
万
円
、
３
・

１
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

町
債
（
借
入
金
）
は
15
億

４
８
８
５
万
円
で
、
養
護
老

人
ホ
ー
ム
葛
葉
荘
・
江
刈
小

学
校
校
舎
改
築
な
ど
の
大
型

ハ
ー
ド
事
業
に
よ
り
、
前
年

度
比
３
億
２
１
３
３
万
円
、

26
・
２
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

町
税
は
４
億
７
６
５
３
万

円
で
町
民
税
な
ど
の
増
に
よ

り
、
前
年
度
比
79
万
円
、
０
・

２
％
増
加
し
ま
し
た
。

　

支
出
総
額
は
71
億
３
０
９

６
万
円
で
前
年
度
比
７
億
３

４
５
２
万
円
、
11
・
５
％
の

増
加
で
す
。

　

民
生
費
は
16
億
７
２
６
０

万
円
で
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム

葛
葉
荘
改
築
事
業
等
の
実
施

に
よ
り
、
前
年
度
比
４
億
３

２
９
８
万
円
、
34
・
９
％
増

加
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
７
億
５
９
３
９

万
円
で
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
大

規
模
改
修
工
事
の
完
了
に
よ

り
、
前
年
度
比
２
億
５
９
３

６
万
円
、
25･

５
％
の
減
少

で
す
。

　

公
債
費
（
借
入
金
の
返
済

額
）
は
前
年
度
比
４
１
３
４

万
円
、
６
・
６
％
減
少
し
ま

し
た
。

　

基
金
（
貯
金
）
残
高
は
51

億
６
６
７
０
万
円
で
、
前
年

度
比
３
０
１
３
万
円
、
０
・

６
％
減
少
し
ま
し
た
。

　

町
債
（
借
入
金
）
残
高
は

１
１
５
億
５
３
２
５
万
円

で
、
前
年
度
比
17
億
６
７
０

３
万
円
、
18
・
１
％
の
増
加

で
す
。

28年度一般会計の支出を町民一人当たりにすると （家計簿に例えると･･･）
繰出金 7.6％
子供への仕送り
84,000円

負担金等 26.4％
年金掛金
保険料等
292,000円

物件費 13.2％
光熱水費等
146,000円

建設事業費 25.7％
家の増改築等
284,000円

公債費 8.2％
住宅ローン等
91,000円

扶助費 8.0％
医療費等
88,000円

人件費 10.9％
食費
120,000円(　　　　　)

　昨年より家の
増改築の費用が
　増えたわ

1,105,000円
29年3月末の人口

6,420人

9％0.9％

8.

0

08

0

0

1

8

0

1

8

0円

00.9％

8 0

00.9％

8 0

0

8

円

00.9％

0

00.9％

円

0

円

000000

円

0％％0％0％0％0％0％

項　目 内　　　　容

民生費 高齢者や障がい者、保育所の運営
など社会保障に充てる経費

総務費 町の財産管理や町税の事務などに
充てる経費

教育費 小・中学校の運営や社会教育・体育
事業などに充てる経費

衛生費 保健・衛生・環境などの業務に充て
る経費

公債費 事業のために国などから借りたお
金の元利償還金

農林水産業費 農林・畜産業の振興などに充てる
経費

土木費 道路・公園・河川などの建設や維持
管理に充てる経費

消防費 防災や災害時の活動などに充てる
経費

災害復旧費 災害復旧工事などに充てる経費

議会費 議会の運営に充てる経費

その他の経費 商工費､ 労働費､ 諸支出金､ 予備
費などの経費

項　目 内　　　　容

自 

主 

財 

源

﹇
町
が
自
力
で
収

入
で
き
る
お
金
﹈

町税 町民税や固定資産税など、町
民の皆さんからの税金

諸収入 町税の延滞金や預金利子など

その他の
自主財源

保育料などの利用者が負担す
るお金や、他の収入科目に含
まれないお金

依　

存　

財　

源

﹇
国
・
県
な
ど
か
ら
、
交
付
、

割
り
当
て
ら
れ
る
お
金　
　

﹈

地方交付税 町の財政需要の状況により国
から配分されるお金

町債 事業を行うために国や金融機
関などから借りるお金

国庫支出金 事業を行うために国からもら
うお金

県支出金 事業を行うために県からもら
うお金

その他の
依存財源

地方消費税交付金、地方譲与
税、自動車取得税交付金など

28年度一般会計決算を見る

民生費
16億7260万円
23.5％

民生費
16億7260万円
23.5％

民生費
16億7260万円
23.5％

支出
71億円

衛生費
7億5939万円
10.7％

衛生費
7億5939万円
10.7％

衛生費
7億5939万円
10.7％

総務費
14億9323万円
20.9％

総務費
14億9323万円
20.9％

総務費
14億9323万円
20.9％

農林水産業費
4億9792万円
7.0％

農林水産業費
4億9792万円
7.0％

農林水産業費
4億9792万円
7.0％
公債費

5億8705万円
8.2％

公債費
5億8705万円
8.2％

公債費
5億8705万円
8.2％

土木費
3億9488万円
5.5％

土木費
3億9488万円
5.5％

土木費
3億9488万円
5.5％

消防費
3億3194万円
4.6％

消防費
3億3194万円
4.6％

消防費
3億3194万円
4.6％

その他の経費
1億9958万円　2.8％
その他の経費
1億9958万円　2.8％
その他の経費
1億9958万円　2.8％

災害復旧費
9929万円　1.4％
災害復旧費
9929万円　1.4％
災害復旧費
9929万円　1.4％

議会費
6979万円　1.0％
議会費
6979万円　1.0％
議会費
6979万円　1.0％

教育費
10億2529万円
14.4％

教育費
10億2529万円
14.4％

教育費
10億2529万円
14.4％

収入
83億円

町税
4億7653万円
5.7％

町税
4億7653万円
5.7％

町税
4億7653万円
5.7％
諸収入
1億7840万円
2.2％

諸収入
1億7840万円
2.2％

諸収入
1億7840万円
2.2％

その他の
自主財源
15億6570万円
18.8％

その他の
自主財源
15億6570万円
18.8％

その他の
自主財源
15億6570万円
18.8％

地方交付税
34億3495万円
41.4％

地方交付税
34億3495万円
41.4％

地方交付税
34億3495万円
41.4％

町債
15億4885万円
18.6％

町債
15億4885万円
18.6％

町債
15億4885万円
18.6％

国庫支出金
5億9851万円
7.2％

国庫支出金
5億9851万円
7.2％

国庫支出金
5億9851万円
7.2％

県支出金
3億1172万円
3.8％

県支出金
3億1172万円
3.8％

県支出金
3億1172万円
3.8％

その他の依存財源
1億9257万円　2.3％
その他の依存財源
1億9257万円　2.3％
その他の依存財源
1億9257万円　2.3％

自主財源
22億2063万円
26.7％

自主財源
22億2063万円
26.7％

自主財源
22億2063万円
26.7％

依存財源
60億8660万円
73.3％

依存財源
60億8660万円
73.3％

依存財源
60億8660万円
73.3％
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雇
用
促
進

事
業
費
補
助
金

財
政
運
営

葛
巻
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

形
成
促
進
事
業

農
業
後
継
者
等

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

高
等
教
育

振
興
事
業

国
保
税
額

グ
リ
ー
ン
テ
ー
ジ

浴

室

改

修

定
住
住
宅

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

総
務

企
画

総
務

企
画

総
務

企
画

農　

業

委
員
会

教　

育

委
員
会

国
保

会
計

総
務

企
画

総
務

企
画

健
康

福
祉

　
　

町
内
事
業
所
の
補
助
金

の
交
付
実
績
は
。

　
　

40
歳
未
満
の
雇
用
は
８

事
業
所
で
26
名
、
１
１
４
７

万
円
、
40
歳
か
ら
59
歳
ま
で

の
雇
用
は
、
５
事
業
所
で
５

名
、
１
３
０
万
円
、
60
歳
以

上
の
雇
用
は
、
11
事
業
所
35

名
、
２
６
５
万
円
で
す
。

　

年
々
、
利
用
す
る
事
業
所

が
増
え
て
お
り
、
事
業
所
の

経
営
安
定
に
役
立
っ
て
い
る

と
考
え
ま
す
。
29
年
度
は
、

　
　

基
金
を
含
め
た
今
後
の

財
政
運
営
の
考
え
方
は
。

　
　

町
で
は
、
人
口
減
少
問

題
へ
の
対
応
と
し
て
、
定
住

対
策
、
子
育
て
支
援
対
策
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
そ
の
財
源
を
永
続
的
に

確
保
し
て
事
業
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い

ま
す
。

　

公
共
施
設
は
、
昭
和
40
年

代
後
半
か
ら
50
年
代
に
か
け

て
整
備
さ
れ
て
い
る
も
の
が

　
　

昨
年
度
の
成
果
と
今
年

度
の
見
通
し
は
。

　
　

葛
巻
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
町

内
各
種
団
体
や
町
民
で
６
事

業
部
会
を
設
け
、
昨
年
度
30

回
ほ
ど
部
会
を
開
催
し
、
地

域
課
題
に
つ
い
て
検
討
し
ま

し
た
。
観
光
商
品
や
高
校
の

魅
力
づ
く
り
等
に
取
り
組
み

　
　

農
業
後
継
者
等
パ
ー
ト

ナ
ー
事
業
協
議
会
の
活
動
実

績
は
。

　
　

28
年
度
は
、
カ
ッ
プ
ル

成
立
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
協
議
会
が
発
足
し
て
６

年
経
過
し
ま
し
た
が
、
そ
の

間
の
カ
ッ
プ
ル
成
立
は
２
組

で
す
。

　

当
協
議
会
は
、
29
年
３
月

に
解
散
し
、
６
月
か
ら
農
業

後
継
者
だ
け
で
は
な
く
、
町

全
体
の
結
婚
を
支
援
す
る
、

く
ず
ま
き
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

協
議
会
を
新
た
に
立
ち
上
げ

ま
し
た
。
20
歳
代
か
ら
30
歳

代
の
方
10
人
が
委
員
と
な
り
、

政
策
秘
書
課
が
所
管
し
て
い

ま
す
。

　
　

遠
距
離
通
学
者
へ
の
補

助
や
通
学
バ
ス
の
運
行
に
よ

り
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
ま
す
。
中
学
生
を

招
待
し
て
の
芸
術
鑑
賞
、
予

備
校
講
習
へ
の
参
加
、
英
語

検
定
の
受
験
料
補
助
、
全
国

大
会
出
場
の
部
活
動
助
成
な

　
　

葛
巻
高
校
教
育
振
興
協

議
会
の
活
動
評
価
は
。

　
　

国
民
健
康
保
険
の
保
険

者
が
町
か
ら
県
に
移
管
し
た

後
の
国
保
税
の
見
通
し
は
。

　
　

国
民
健
康
保
険
は
、
30

年
４
月
か
ら
県
が
財
政
の
運

営
主
体
と
な
り
、
市
町
村
は

県
に
納
付
金
を
納
入
し
ま

す
。
納
付
金
は
、
１
月
に
金

額
が
示
さ
れ
る
予
定
で
、
そ

の
金
額
に
よ
り
、
市
町
村
ご

と
に
税
率
を
見
直
し
ま
す
。

国
の
激
変
緩
和
措
置
が
あ
る

た
め
、
国
保
税
の
金
額
は
現

在
と
大
き
く
変
わ
ら
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

　
　

水
風
呂
設
置
と
、
改
修

後
の
浴
室
利
用
状
況
は
。

　
　

水
風
呂
に
つ
い
て
は
、

今
後
設
置
す
る
た
め
に
、
現

在
準
備
を
進
め
て
お
り
、
ど

　
　

入
居
状
況
と
今
後
の
移

住
定
住
施
策
の
進
め
方
は
。

　
　

大
城
・
中
村
・
五
日
市
・

小
田
・
下
町
・
小
屋
瀬
住
宅
全

体
で
の
入
居
率
は
81
㌫
と

な
っ
て
い
ま
す
。
需
要
が
高

い
こ
と
か
ら
、
29
年
度
も
さ

ら
に
２
棟
を
整
備
す
る
予
定

で
す
。

　
　

事
業
利
用
実
績
は
。

　
　

出
産
の
た
め
に
必
要
な

用
品
等
を
購
入
す
る
た
め
の

５
万
円
の
助
成
は
24
件
あ
り

ま
し
た
。
出
産
準
備
の
た
め

に
本
人
、
配
偶
者
等
が
宿
泊

す
る
費
用
１
万
円
を
上
限
と

し
て
い
る
助
成
は
、
利
用
実

　

28
年
度
一
般
会
計
と
特
別

会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
を
認

定
す
る
こ
と
に
賛
成
し
ま

す
。

　
「
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
町
づ
く
り
」
で
は
、
多

子
世
帯
の
保
育
料
軽
減
や
高

校
生
以
下
の
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
化
な
ど
、
子
育
て
世

代
を
支
援
す
る
様
々
な
助
成

制
度
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　
「
町
民
が
住
み
続
け
た
い

ま
ち
づ
く
り
」
で
は
、
検
診

の
無
料
化
や
各
種
の
保
健
事

業
を
推
進
し
、
町
民
が
健
康

で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
福

祉
の
充
実
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　
「
産
業
の
振
興
」
で
は
、

畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
協
議
会
を

設
置
し
新
葛
巻
型
酪
農
構
想

の
実
現
に
向
け
体
制
整
備
を

図
っ
た
ほ
か
、
収
益
性
の
高

い
酪
農
経
営
の
実
現
に
向
け

輸
入
受
精
卵
移
植
推
進
事
業

に
よ
り
乳
牛
改
良
を
推
進
す

る
な
ど
、
本
町
の
酪
農
の
品

質
向
上
の
取
り
組
み
も
図
ら

れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
、
各
種
施
策

の
効
果
的
な
実
施
に
よ
り
、

高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
図
ら
れ
、
積
極
性
あ
る
財

政
運
営
と
し
て
高
く
評
価
し

ま
す
。

　

特
別
会
計
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
予
算
の
趣
旨
に
沿
っ
た
執

行
が
さ
れ
て
お
り
、
所
期
の

目
的
が
達
成
し
た
と
感
じ
ま

す
。

山
崎　

邦
廣 

議
員

■
反
対
討
論
な
し

くずまき型ＤＭＯキックオフミーティングの様子

輝くふるさと常任委員会輝くふるさと常任委員会

一 般
会 計

特 別
会 計

問

問

問

問問

問

問

問問

答

答

答

答

答

答

答

答答

全国神楽甲子園に出場した葛巻高校郷土芸能部

賛
成
討
論
（
要
約
）

　

輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会
（
鈴
木
満
委
員
長
）

は
、
９
月
５
日
に
各
会
計
の
28
年
度
決
算
の
審
査

を
行
い
、
皆
さ
ん
の
税
金
が
効
果
的
か
つ
適
正

に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
事
業
の
実
施
効
果
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
確
認
し
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

40
歳
未
満
の
補
助
上
限
額
５

万
円
を
な
く
し
、
若
い
世
代

の
給
料
の
引
き
上
げ
を
促
進

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

多
く
、
更
新
の
時
期
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
そ
の
財
源
と
し

て
、
ま
た
、
災
害
時
の
緊
急

対
応
に
備
え
て
の
基
金
造
成

で
す
。

な
が
ら
、
将
来
の
人
材
育
成

に
も
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

が
ひ
と
つ
の
成
果
で
す
。

　

今
年
度
は
、
そ
れ
ら
を
継

続
し
、
今
年
度
採
用
し
た
地

域
お
こ
し
協
力
隊
も
一
緒
と

な
っ
て
、
具
体
的
な
事
業
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

の
よ
う
な
浴
槽
に
す
る
の
か

検
討
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
数
は
、
前
年
同
期

に
比
べ
て
１
・
３
〜
１
・
５
倍

に
増
え
て
い
ま
す
。

績
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

28年度決算を検証 ～町のお金をどう使った？～～町のお金をどう使った？～

ど
、
ほ
か
に
は
な
い
取
り

組
み
に
よ
り
葛
巻
高
校
の
魅

力
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
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新
制
度
は
、「
会
計

　
　
　

町
の
非
正
規
職
員
に

も
ボ
ー
ナ
ス
が
支
給
で
き
る

新
制
度
が
法
律
で
決
ま
り
ま

し
た
が
、
新
制
度
の
「
会
計

年
度
任
用
職
員
」
移
行
に
当

た
っ
て
、
町
の
考
え
を
伺
い

ま
す
。

柴
しば

田
た

 勇
いさ

雄
お

 議員

　９月４日に、３議員が一般質問を行いました。一般質問は、町の行政全般にわたり、事
務の執行状況や将来の方針などを幅広い視点から報告や説明を求め質問します。
　議員の質問できる時間は、１時間以内です。
　議事録の内容は、町のホームページと議会事務局で閲覧ができます。

～ 今今ここが聞きたい ～ 一般質問

問

答

葛巻中校庭の砂塵防止対策は

人工芝化を含め具体的に検討
　
　
　

葛
巻
中
学
校
校
庭
か

ら
の
砂
塵
飛
散
防
止
対
策
と
、

町
民
の
多
目
的
活
用
を
図
る

た
め
、
校
庭
の
人
工
芝
化
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

葛
巻
中
学
校
周
辺
は
、

地
形
的
な
影
響
か
ら
強
風
地

域
で
、
校
庭
の
砂
塵
が
周
辺

家
屋
に
飛
散
し
、
迷
惑
を
か

け
て
い
る
実
態
で
す
。
町
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
砂
塵
飛
散

防
止
の
た
め
、
校
庭
の
整
備

工
事
を
行
い
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
も
の
の
、
依
然
と
し

て
飛
散
は
続
い
て
い
る
状
態

で
す
。

　

芝
生
化
の
導
入
メ
リ
ッ

ト
は
、「
砂
塵
飛
散
防
止
」、

「
芝
生
の
弾
力
性
で
ス
ポ
ー

ツ
活
動
に
安
全
性
の
向
上
」

や
「
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

幅
広
い
年
代
が
多
目
的
に
使

用
で
き
る
」
等
が
図
ら
れ
る

こ
と
、
一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト

は「
整
備
初
期
投
資
が
多
額
」

や
「
芝
生
に
適
さ
な
い
競
技

が
で
き
な
い
」
等
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。

　

県
内
の
小
中
学
校
校
庭
の

芝
生
化
の
現
状
は
、
４
８
２

校
中
２
校
の
み
の
低
い
水
準

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
す
が

葛
巻
中
学
校
校
庭
の
人
口
芝

化
は
、
砂
塵
飛
散
防
止
対
策

の
み
な
ら
ず
、
町
民
が
多
目

的
に
利
用
で
き
る
施
設
と
し

て
有
効
活
用
す
る
こ
と
で
、

地
域
の
活
性
化
に
役
立
つ
こ

と
か
ら
、
今
後
、
整
備
に
向

け
た
具
体
的
な
検
討
を
進
め

ま
す
。

校庭で運動会の練習をする葛巻中学校生徒

議
員

議
員

町
長

町
長

山
やま

崎
ざき

 邦
くに

廣
ひろ

 議員

問

答

スポーツツーリズムの取組は

連携を強化しＰＲを積極展開
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
と
観
光
を

連
携
さ
せ
交
流
人
口
拡
大
や

地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
も

考
慮
し
た
取
り
組
み
の
現
状

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
で
は
、生
涯
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
町
民
の
明
る
く
豊

か
な
生
活
の
実
現
に
向
け
、

昭
和
61
年
に
「
葛
巻
町
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
振
興
計
画
」
を
策

定
し
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
協
議

会
を
中
心
に
各
種
ス
ポ
ー
ツ

関
係
団
体
と
連
携
を
し
て
、

各
種
施
策
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

26
年
度
以
降
は
、「
社
会

体
育
館
の
耐
震
工
事
」「
総

合
運
動
公
園
の
多
目
的
グ
ラ

ウ
ン
ド
」「
同
野
球
場
」、
今

年
度
は
「
総
合
運
動
公
園

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
」「
同
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
」
の
改
修
工
事

に
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
基

盤
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
総
合
運
動
公
園
多
目

的
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利
用
者
が

大
幅
に
増
加
し
た
ほ
か
、
当

町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た

一般質問

議
員

町
長

多目的グラウンドでの大学陸上部による合宿

「
希
望
郷
い
わ
て
国
体
」
を

通
じ
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
を
支
え
る
機
運
づ
く

り
が
、
さ
ら
に
高
ま
り
ま
し

た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
や

経
験
の
レ
ガ
シ
ー
（
遺
産
）

を
、
町
が
持
つ
「
自
然
・
観

光
・
物
産
・
人
材
」
な
ど
多
面

的
資
源
と
ス
ポ
ー
ツ
を
融
合

し
、
交
流
人
口
拡
大
と
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く
た

め
、
今
年
度
か
ら
「
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
（
※
）」
の

取
り
組
み
を
強
化
し
、
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、新
た
に「
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
奨
励
事
業
費

補
助
金
」
を
創
設
し
、
町
内

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
宿
泊
施

設
を
利
用
し
た
合
宿
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
講
習
会
な
ど

に
宿
泊
費
や
大
会
運
営
費
の

一
部
助
成
を
行
い
、
施
設
利

用
者
が
昨
年
の
同
時
期
を
大

き
く
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　

宿
泊
費
助
成
を
受
け
た
団

体
の
中
に
は
、
く
ず
ま
き
高

原
牧
場
や
ワ
イ
ン
工
場
で
見

学
や
体
験
な
ど
を
す
る
団
体

も
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ

ズ
ム
が
地
域
経
済
に
大
き
な

波
及
効
果
を
も
た
ら
す
も
の

と
実
感
を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

く
ず
ま
き
型
Ｄ
Ｍ
Ｏ

形
成
事
業
の
推
進
を
踏
ま
え
、

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

　
　
　

町
で
は
、
27
年
度
策

定
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
に「
交
流
・

連
携
の
強
化
に
よ
る
地
域
産

業
の
育
成
」
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
戦
略
で
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
」
を

主
要
施
策
の
一
つ
と
位
置
付

け
、
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ

る
た
め
に
、
こ
れ
ま
で
の
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周
知
や

チ
ラ
シ
配
布
の
ほ
か
、
高
校

や
大
学
、
社
会
人
チ
ー
ム
等

に
直
接
出
向
い
て
Ｐ
Ｒ
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
や
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
誘
致
・
拡
大
を
さ
ら
に

図
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

　

併
せ
て
、
今
年
３
月
に
設

立
さ
れ
た
「
盛
岡
広
域
８
市

町
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
」、
本
年
10
月
に
設
立
予

定
の
「
い
わ
て
ス
ポ
ー
ツ
コ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
な
ど
と
も
連

携
し
、
情
報
発
信
の
強
化
・

充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

議
員

町
長

問
会
計
年
度
任
用

職
員
へ
の
移
行
は

答
国
の
動
向
を
注

視
し
情
報
収
集

年
度
任
用
職
員
」
を
新
設
し
、

期
末
手
当
等
ボ
ー
ナ
ス
が
支

給
で
き
る
地
方
公
務
員
法
等

が
改
正
さ
れ
、
32
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
臨
時
的
任
用
を
厳
格

化
し
、
事
務
補
助
員
等
一
般

職
の
非
常
勤
職
員
を
「
会
計

年
度
任
用
職
員
」
に
位
置
付

け
る
規
定
を
新
設
の
上
、
フ

ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム

と
も
に
ボ
ー
ナ
ス
支
給
を
可

能
と
す
る
内
容
で
す
。

　

町
の
非
正
規
職
員
は
、
現

在
、
臨
時
的
任
用
職
員
と
非

常
勤
職
員
に
分
け
、
雇
用
し

て
い
ま
す
。
臨
時
的
任
用
職

員
は
、
56
名
在
職
し
、
非
常

勤
職
員
は
、
33
名
の
現
況
で

す
。

　
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

の
任
用
や
勤
務
条
件
は
、
今

後
、
条
例
や
規
則
で
決
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ボ
ー

ナ
ス
支
給
要
件
は
、
６
カ
月

以
上
勤
務
す
る
者
を
目
安
と

し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
国
の
動
向
や
他
市

町
村
の
状
況
等
を
見
極
め
な

が
ら
遺
漏
の
な
い
よ
う
準
備

を
進
め
ま
す
。

（
※
）
ス
ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム

　

ス
ポ
ー
ツ
の
観
戦
者
や
参

加
者
と
観
光
を
融
合
さ
せ
、

交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
経

済
へ
の
波
及
効
果
な
ど
を
目

指
す
取
り
組
み
。
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燃
料
と
な
る
、
ペ
レ
ッ
ト
の

供
給
確
保
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

　
　
　

新
病
院
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
棟
は
、
院
内
で
使
用
す

る
給
湯
、
冷
暖
房
用
の
温

水
・
冷
水
を
発
生
さ
せ
る
ボ

イ
ラ
ー
を
整
備
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト

ボ
イ
ラ
ー
を
利
用
し
て
い
る

「
葛
巻
小
学
校
屋
内
プ
ー
ル
」、

「
株
式
会
社
岩
手
く
ず
ま
き

ワ
イ
ン
」、「
江
刈
小
学
校
」

へ
の
導
入
実
績
が
あ
り
、「
く

ず
ま
き
工
房
」
か
ら
の
購
入

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
生
産

量
と
消
費
量
を
勘
案
し
て
も
、

供
給
に
つ
い
て
は
、
問
題
が

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ボ
イ
ラ
ー
は
、
併

用
タ
イ
プ
で
、
仮
に
木
質
ペ

レ
ッ
ト
の
調
達
が
困
難
な
場

合
は
、
Ａ
重
油
の
化
石
燃
料

の
み
の
運
転
が
可
能
で
す
。

燃
料
価
格
の
動
向
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
経
済
的
な
運
用
に

努
め
ま
す
。

姉
あね

帯
たい

 春
はる

治
じ

 議員

一般質問

問

答

新病院、利用者への配慮は

受付に専門案内２名を配置
　
　
　

新
病
院
へ
の
反
応
と
、

外
来
利
用
者
の
ス
ム
ー
ズ
な

移
動
の
た
め
の
配
慮
や
工
夫

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　

新
病
院
は
、
診
療
を

開
始
し
た
ば
か
り
で
、
今
後

い
ろ
い
ろ
な
感
想
や
反
応
を

い
た
だ
け
る
も
の
と
思
い
ま

す
。
新
病
院
で
は
、
気
軽
に

声
を
届
け
て
い
た
だ
く
「
な

ん
で
も
相
談
」、「
ふ
れ
あ
い

ポ
ス
ト
」
の
取
り
組
み
を
し

ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
声
は
、

誠
実
に
受
け
止
め
「
町
民
に

親
し
ま
れ
る
病
院
」
を
目
指

し
、
取
り
組
ん
で
い
く
考
え

で
す
。

　

新
病
院
の
外
来
診
療
は
、

内
科
、
外
科
、
眼
科
が
１
階

で
、
小
児
科
、
産
婦
人
科
、

検
査
室
、
リ
ハ
ビ
リ
室
、
薬

局
が
２
階
と
な
り
ま
す
。
２

階
の
診
療
科
を
利
用
さ
れ
る

方
は
、
１
階
で
受
け
付
け
を

し
て
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
階

段
を
利
用
し
て
移
動
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
来
院
さ
れ

た
方
が
、
迷
わ
ず
に
診
察
が

で
き
る
よ
う
に
、
受
付
付
近

に「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ（
※
）」

を
２
名
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
は
病
院
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
協
力
を
い
た
だ

く
予
定
で
、
院
内
案
内
や
車

い
す
の
介
助
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
他
、
く
ず
ま
き
テ
レ

来院者の案内をするコンシェルジュ

議
員

町
長

議
員

町
長

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
棟
に
設

置
さ
れ
て
い
る
ボ
イ
ラ
ー
の

ビ
で
は
「
受
付
」
か
ら
「
診

療
」、「
会
計
」
ま
で
の
一
連

の
流
れ
を
動
画
と
し
て
放
送

す
る
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

（
※
）
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

　

利
用
客
へ
案
内
な
ど
の
対

応
を
す
る
総
合
世
話
係
。

定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

財

産

取

得

財

産

取

得

人

事

案

件

人

事

案

件

町

道

認

定

町

道

認

定

計

画

変

更

計

画

変

更

意

見

書

意

見

書

補

正

予

算

補

正

予

算

●
小
型
動
力
消
防
ポ
ン
プ
積

載
車
の
購
入

◇
契
約
額　

１
３
８
８
万
円

◇
納
期　

30
年
２
月
28
日

◇
契
約
相
手　

互
光
商
事

（
株
）【
矢
巾
町
】

◇
配
属
先　

第
８
分
団

●
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

の
同
意

　

野
表
儀
昭
さ
ん
（
田
子
）

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
し

ま
し
た
。
任
期
は
32
年
９
月

31
日
ま
で
。

●
町
道
路
線
の
認
定

　

四
日
市
茶
屋
場
線
（
延
長

１
７
４
・
３
㍍
）
を
新
た
に

●
葛
巻
町
過
疎
自
立
促
進
計

画
の
変
更

　

28
年
３
月
に
策
定
し
た
計

画
に
除
雪
機
械
等
購
入
な
ど

過
疎
地
域
対
策
事
業
を
追

加
・
変
更
。

●
全
国
森
林
環
境
税
の
創
設

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

　

全
国
森
林
環
境
税
の
創
設

の
た
め
全
国
森
林
環
境
税
創

設
促
進
議
員
連
盟
か
ら
意
見

書
提
出
の
陳
情
が
あ
り
、
審

査
し
ま
し
た
。

　

９
月
５
日
の
輝
く
ふ
る
さ

と
常
任
委
員
会
で
審
査
し
、

「
町
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

す
る
森
林
整
備
等
に
必
要
な

財
源
と
な
る
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
こ
の
陳
情

を
『
採
択
』
と
決
定
し
、
内

閣
総
理
大
臣
な
ど
に
意
見
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
に
１
億
６
８
９

４
万
円
追
加
し
、
総
額
を
59

億
６
２
７
万
円
と
し
ま
し

た
。
支
出
で
は
、
公
共
施
設

　

９
月
定
例
会
議
で
財
産
取
得
や
、
29
年
度
補
正

予
算
な
ど
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

町道認定された四日市茶屋場線

●
葛
巻
町
辺
地
総
合
整
備
計

画
の
変
更

　

28
年
３
月
に
策
定
し
た
計

画
に
西
部
地
区
と
北
部
地
区

の
公
共
施
設
整
備
を
追
加
・

変
更
。

町
道
に
認
定
。

等
整
備
基
金
に
１
億
円
の
積

み
立
て
や
、
産
直
ハ
ウ
ス
ほ

す
な
あ
る
の
老
朽
化
に
伴
う

延
命
化
工
事
、
小
屋
瀬
小
学

校
の
校
舎
改
修
な
ど
で
す
。

会　計　名 補正額 補正後の予算額

一 般 会 計（第２号） 1億6894万円 59億 627万円

特
別
会
計

国民健康保険事業(第１号） 3892万円 12億4245万円

水道事業
（第１号）

収益的支出 83万円 1億9757万円

資本的収入・支出 1億1022万円 3億7383万円

《主な予算の使いみち》
■ 公共施設等整備基金の積立 ･･･････････････････････････････････１億円
　（累計残高30億8605万円）

■ 産直ハウスほすなある延命化工事 ･････････････････････････ 2000万円

■ 小屋瀬小学校校舎改修事業 ････････････････････････････････ 800万円

■ 最終処分場埋立地形状変更実施設計業務 ････････････････････ 380万円
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定 例 会 議 で定 例 会 議 で
決 ま っ た こ と決 ま っ た こ と

議 員 議 員 のの 判 断 判 断
○ 議員の判断で決定した議案（賛否が分かれた議案はありませんでした）

議案等
番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名

件名と主な内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

議決
結果

畑 

福　
　

 

弘

山 

崎　

邦 

廣

大 

平　
　

 

守

柴 

田　

勇 

雄

鈴 

木　
　

 

満

姉 

帯　

春 

治

山
岸　

は
る
美

辰 

柳　

敬 

一

高 

宮　

一 

明

中 

崎　

和 

久

議案27号 29年度葛巻町一般会計補正予算（第２号）･･･1億6894万円を追加して予算額59億 627万
円に 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案28号 29年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）･･･3892万円を追加して
予算額12億4245万円に 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案29号 29年度葛巻町水道事業会計補正予算(第１号)･･･収益的支出に83万円を追加して予算額1億
9757万円に、資本的収入・支出それぞれに1億1022万円を追加して予算額3億7383万円に 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案30号 財産の取得･･･第８分団小型動力消防ポンプ積載車を更新 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案31号 町道路線の認定･･･四日市茶屋場線を新たに町道に認定 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案32号 葛巻町過疎地域自立促進計画の変更･･･過疎対策事業を追加・変更 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

議案33号 葛巻町辺地総合整備計画の変更･･･西部地区と北部地区の公共施設整備を追加・変更 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

同意1号 固定資産評価審査委員の選任の同意･･･野表儀昭さん（田子）を選任することに同意 同意 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定3号 28年度葛巻町一般会計歳入歳出決算の認定 認定 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定4号 28年度葛巻町国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算の認定 認定 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定5号 28年度葛巻町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

認定6号 28年度葛巻町後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算の認定 認定 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

陳情4号 「全国森林環境税の創設に関する意見書採択」に関する陳情について 採択 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -

発委1号 「全国森林環境税」の創設に関する意見書の提出について 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ -
※ ○は原案に賛成。
※ 畑福議員は、９月定例会議は欠席でした。
※ 議長は採決に加わりません。

〈議決結果〉

【
主
な
質
疑
】

ほ
す
な
あ
る

延
命
化
工
事

小
屋
瀬
小
学
校

校
舎
改
修

農
林

環
境

教　

育

委
員
会

　
　

産
直
ハ
ウ
ス
ほ
す
な
あ

る
延
命
化
工
事
の
内
容
は
。

　
　

雨
漏
り
し
て
い
る
屋
根

を
補
修
し
、
老
朽
化
し
た
外

壁
を
改
修
し
ま
す
。
ま
た
、

食
堂
の
和
室
部
分
を
取
り
払

い
、
全
体
を
ホ
ー
ル
の
よ
う

に
し
ま
す
。

　
　

小
屋
瀬
小
学
校
校
舎
改

修
の
内
容
は
。

　
　

寒
さ
対
策
の
た
め
、
教

室
の
窓
枠
を
現
在
の
鉄
製
か

ら
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
製
に
し
、

玄
関
の
ス
ラ
イ
ド
式
ド
ア
を

交
換
し
ま
す
。
ま
た
、
暖
房

効
果
を
高
め
る
た
め
に
、
教

室
・
校
長
室
・
職
員
室
の
天

井
・
床
・
壁
に
断
熱
材
を
入
れ

ま
す
。

問

問

答

答

延命化工事を行う産直ハウスほすなある

議 員 研 修議 員 研 修
レ ポ ー トレ ポ ー ト 　議会では、地域の振興発展や特定の課題を解決するため、近隣の市町村議

会と連携した勉強会の開催や、各種研修会などに積極的に参加しています。

　

９
月
26
日
、
一
戸
町
・
葛

巻
町
・
岩
手
町
議
会
議
員
協

議
会
研
修
会
が
岩
手
町
の
ゆ

は
ず
交
流
館
で
開
催
さ
れ
、

三
町
の
議
員
ら
約
50
人
が
参

加
し
、
地
域
の
振
興
発
展
や

課
題
解
決
に
向
け
た
研
修
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
会
で
は
、
始

め
に
作
家
で
あ
り
岩
手
町
立

石
神
の
丘
美
術
館
芸
術
監
督

の
斎
藤
純
（
さ
い
と
う
じ
ゅ

ん
）
氏
を
講
師
に
「
が
ん
ば

れ
！
県
北
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
斎
藤
氏

は
、
趣
味
の
ツ
ー
リ
ン
グ
を

通
し
て
感
じ
た
県
北
の
自
然

の
素
晴
ら
し
さ
を
、「
お
金

を
払
っ
て
で
も
見
る
価
値
が

あ
る
」
と
話
す
な
ど
、
一
度

県
外
に
在
住
し
た
者
の
視
点

か
ら
県
北
の
魅
力
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
身
の
盛
岡
市
で

の
古
い
建
物
を
保
存
し
て
活

用
す
る
取
り
組
み
や
、
石
神

の
丘
美
術
館
芸
術
監
督
の
立

場
か
ら
社
会
に
お
け
る
美
術

館
の
役
割
、
芸
術
に
触
れ
る

こ
と
は
、
子
ど
も
の
成
長
に

良
い
影
響
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

子
ど
も
を
美
術
館
に
連
れ
て

い
く
こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い

て
の
説
明
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
。

　

後
援
会
終
了
後
、「
お
ら

ほ
の
町
の
良
い
と
こ
ろ
」
を

テ
ー
マ
に
、
６
名
程
度
の
班

に
分
か
れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
（
※
）
を
行
い
ま
し
た
。

普
段
は
議
論
や
討
論
が
中
心

の
議
会
で
す
が
、
30
分
間
の

短
い
時
間
の
中
で
多
く
の
自

分
た
ち
の
町
の
良
い
と
こ
ろ

を
出
し
合
い
ま
し
た
。
議
員

間
で
出
た
町
の
良
い
と
こ
ろ

を
グ
ル
ー
プ
で
ま
と
め
て
代

表
者
が
発
表
し
、
互
い
の
町

に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
、

今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
す

た
め
に
情
報
共
有
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
地
域
の
振
興
発
展

に
向
け
て
、
三
町
の
連
携
強

化
に
つ
な
が
る
研
修
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

自
分
た
ち
の
町
を

再
度
振
り
返
る

（
※
）
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

参
加
者
自
ら
が
積
極
的
な

意
見
交
換
や
協
働
体
験
を
通

じ
て
知
識
を
学
び
取
る
参
加

体
験
型
グ
ル
ー
プ
学
習

【一戸・葛巻・岩手】

三町研修会

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

  

町
の
良
さ
を
再
認
識

町
の
良
さ
を
再
認
識講演する斎藤氏

グループ発表をする山崎議員 グループごとに町の良いところを出し合う議員
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編
集
後
記

情 報 公 開
　議長が議会の対外的活動をするための経費が議長交
際費です。各団体の総会、式典の会費が主なものです。

7月 21,100円（
（
（

葛巻信友会設立40周年
記念式典ほか

アットホームくずまき
納涼夏祭りほか

明神穴まつりほか

）
）
）

54,000円
34,000円

8月
9月

N
o.　
　

180
９
月
定
例
会
議

平
成
29年

10月
25日

発
行

発
行
　
岩
手
県
葛
巻
町
議
会

編
集
　
広
報
常
任
委
員
会

〒
028-5495 岩

手
県
岩
手
郡
葛
巻
町
葛
巻
16-1-1

TEL・
0195-66-2111　

FA
X・
0195-66-2780

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
▶
http://w

w
w
.tow

n.kuzum
aki.iw

ate.jp/

　葛巻七ツ物保存会の皆さんは、八幡宮例大祭
で神のお供として演舞を披露しています。会員
（大人）は12名で、演舞は小学生児童を含め40
名ほどで行っています。
　「七ツ物」は、八幡宮の伝説にある、応神天
皇が崩御された日に、南の空から風に乗って飛
んできた「七色の旗」に由来するものだといわ
れています。

森林認証した紙を使用して
おります。

「くずまき議会だより」は、ユニバーサルカラーとユニバーサルフォント
に対応しており、より多くの方に視認しやすく、判読しやすいように配慮
して制作しております。一部当たり約71円で作成されています。
印刷：㈱白ゆり　〒020-0122 岩手県盛岡市みたけ6-1-50

次の定例会議は12月１日(金)です。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
九
月
定
例

会
議
、
輝
く
ふ
る
さ
と
常
任
委
員
会

で
の
審
査
や
隣
接
町
議
会
議
員
研
修

に
つ
い
て
の
編
集
と
な
り
ま
し
た
。

　

定
例
会
議
で
の
審
議
の
詳
細
は
葛

巻
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ア
ク
セ
ス

で
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

季
節
は
早
や
『
霜
降
』、
朝
晩
の

気
温
が
下
が
り
、
霜
の
降
り
始
め
る

時
分
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り

し
ま
す
。

　
　

広
報
常
任
委
員
会

委
員　

山　

崎　

邦　

廣

く ず ま きく ず ま き のの 笑 顔笑 顔 表紙の紹介

くずまき秋まつりでの葛巻七ツ物保存会の皆さん


